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１. 当四半期決算に関する定性的情報

経営成績に関する説明

財政状態に関する説明
( 資産の部 ) 

( 負債の部 )

( 純資産の部 )

( キャッシュ・フローの状況 )

　各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

( 営業活動によるキャッシュ・フロー )

( 投資活動によるキャッシュ・フロー )

( 財務活動によるキャッシュ・フロー )

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。また、本資料に記載され
ている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　有形固定資産につきましては、16億23百万円となり、前連結会計年度末の18億37百万円に比して２億13百万円減少いたし
ました。

(3)

　固定負債につきましては、８億47百万円となり、前連結会計年度末の10億７百万円に比して１億60百万円減少いたしまし
た。

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、資金は３億45百万円の増加（前年同四半期連結累計期間は５億36百
万円の増加）となりました。この主な要因は、仕入債務１億60百万円の減少等による資金の減少はありましたが、減価償却
費１億57百万円、売上債権の減少５億72百万円等の資金の増加によるものであります。

　流動負債につきましては、25億85百万円となり、前連結会計年度末の26億50百万円に比して65百万円減少いたしました。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、82億71百万円となり、前連結会計年度末の94億35百万円に比して11億63百
万円減少いたしました。

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、34億32百万円となり、前連結会計年度末の36億58百万円に比して２億26百万
円減少いたしました。

　当第３四半期連結累計期間の業績を反映し、入手可能な情報に基づき再検討しました結果、今後につきましては、海外主
体の当社グループの事業環境は厳しい状況が続くものと見込まれます。詳しくは本日公表いたしました営業外費用（為替差
損）の減少及び平成29年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

  本資料の発表日現在において当社は、この先も不確実な要素が多いと想定されますが、平成28年11月11日に公表いたしま
した平成29年３月期の通期連結業績予想から数値が変動することが考えられるため、通期連結業績予想の修正をいたしまし
た。

　投資その他の資産につきましては、17億99百万円となり、前連結会計年度末の16億82百万円に比して１億17百万円増加い
たしました。

(1)

　無形固定資産につきましては、３億16百万円となり、前連結会計年度末の４億10百万円に比して93百万円減少いたしまし
た。

　このような環境の下、当社及び連結子会社（以下、「当社グループ」）におきましては、大判型カラープリンタの新製品
投入により北米や欧州の受注増で販売台数は伸びましたが、国内及び海外での企業間価格競争の激化は止まらず、アジア経
済の減速による中国、ロシアなど新興市場においての販売低下等で売上高は圧縮され、さらに為替においては、前年同四半
期に比べ約10％の円高となり、外貨建て売上高の円貨換算額が減少となりました。この結果、当社グループの当第３四半期
連結累計期間の連結売上高は、新製品投入の効果はありましたが、前年同四半期より24百万円増収の80億30百万円に留まり
ました。

　なお、当社グループの事業は、画像情報機器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しておりま
す。

　当第３四半期連結累計期間（平成28年４月～平成28年12月）におけるわが国経済は、大手を中心とした企業収益や雇用環
境の改善を背景にして緩やかながらも景気は回復基調が継続しているものの、為替相場及び金利動向等の先行きや新興国経
済の減速、英国のＥＵ離脱問題、2017年１月からスタートする米国新政権の政策の不確実性などの影響が懸念され、企業業
績の先行きに不透明感が強まる状況で推移してまいりました。

  世界経済は、米国経済の個人消費と雇用・所得環境が改善し景気回復が進み、欧州経済は英国のＥＵ離脱問題により懸念
された世界経済の影響は限定的だったことから、緩やかながら景気は回復基調となりました。一方、アジア経済は中国を始
めとする新興国の経済減速が懸念されており、南米の景気減速、中東リスク等、世界経済の不確実性の高まりから、依然と
して先行き不透明な状況で推移してまいりました。

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、117億４百万円となり、前連結会計年度末の130億93百万円に比して13億89百
万円減少いたしました。

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期連結累計期間に対し
て３億61百万円増加の42億75百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、資金は１億27百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は73百万円
の減少）となりました。この主な要因は、有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出１億31百万円等によるものであ
ります。

　当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果、資金は66百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１億17百万円
の減少）となりました。この主な要因は、セール・アンド・リースバックによる収入57百万円はありましたが、長期借入金
の返済による支出42百万円及び配当金の支払額76百万円によるものであります。

　営業利益は、原価低減に向け材料調達コストの削減等に努めてまいりましたが、計画していたコストまで届かず売上原価
率は大きく悪化し５億６百万円の損失 (前年同四半期は４億18百万円の損失）、経常利益は、１億22百万円の為替差損を計
上したため６億14百万円の損失 (前年同四半期は３億81百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、５億74百
万円の損失(前年同四半期は４億45百万円の損失）となりました。

(2)

　流動資産につきましては、79億64百万円となり、前連結会計年度末の91億63百万円に比して11億98百万円減少いたしまし
た。

桂川電機株式会社 (6416)  平成29年３月期  第３四半期決算短信

2



２. サマリー情報 ( 注記事項 ) に関する事項
当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
（会計方針の変更）

（追加情報）
（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

３. 継続企業の前提に関する重要事象等
継続企業の前提に関する重要事象等

継続企業の前提に関する重要事象等を改善・解消するための対応策

(1)

(2)

  法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32
号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に
係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

(3)

(1)

(2)
　 該当事項はありません。

　なお、文中における将来に関する事項は、この四半期決算短信の開示時点において、当社グループが判断したものであり
ます。

　当社グループは、前連結会計年度に営業損失５億54百万円及び親会社株主に帰属する当期純損失８億４百万円を計上して
おりました。

　当第３四半期連結累計期間においても、依然として営業損失５億６百万円及び親会社株主に帰属する四半期純損失５億74
百万円を計上している状況であること等から、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような
事象又は状況が存在しているものと認識しております。

　 該当事項はありません。

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連結会
計期間から適用しております。

　当該事象又は状況を改善、解消するための対応策として下記項目について取り組んでおります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響はありません。

　当社グループといたしましては、以上の施策を実施する事により、収益力の向上に努めてまいります。

　①収益構造の改善 ②生産構造改革 ③技術開発の情報の共有化 ④組織体制の見直し及び人員削減等の合理化 ⑤新規事業
の開拓 ⑥固定資産の有効活用 ⑦資金繰りについて
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( ４ ) 四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

（1）収益構造の改善
（1）収益構造の改善

（2）生産構造改革

（2）生産構造改革
（3）技術開発の情報の共有化

（3）技術開発の情報の共有化

（4）組織体制の見直し及び人員削減等の合理化

役員報酬及び管理職の賞与について、減額を引き続き実施してまいります。
（5）新規事業の開拓

（6）固定資産の有効活用

（7）資金繰りについて

（7） 資金繰り

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の内容

減少した準備金の額　
千円

増加した剰余金の額　
千円

減少した剰余金の額　
千円

増加した剰余金の額　
千円

（重要な後発事象）
該当事項はありません。

① 国内外の販売会社を含めた営業体制及び営業活動の強化を図り、グローバル市場での売上規模の拡大及び新興国への拡販
強化を実施してまいります。

(1)

(2)

②

　当社は、新たな収益源の確保を目的に、本業の拡大を図りながら多岐に渡り新規アイテムを模索し、幾つかのアイテムに
おきましては、具体的な検討も行ってまいります。更に中期的には当社保有技術を応用拡張し、その有効利用に資源を集中
させ、新たなビジネスアプリケーションに挑む方向で具体的な組織づくりを行ってまいります。また長期的には他分野での
事業展開を行なう上で、技術パートナーとの協調も視野に入れる等、より広い分野での更なる検討を進めてまいります。

　当社グループは、前連結会計年度に営業損失５億54百万円及び親会社株主に帰属する当期純損失８億４百万円を計上して
おりました。

  当社グループは、当該事象又は状況を早期に改善、解消すべくグループの収益力向上及び財務体質強化を図り、安定した
経営基盤を築くために、以下の対応策に取り組んでまいります。

　当第３四半期連結累計期間においても、依然として営業損失５億６百万円及び親会社株主に帰属する四半期純損失５億74
百万円を計上している状況であること等から、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような
事象又は状況が存在しているものと認識しております。

③

153,620

会社法第452条の規定に基づき、上記資本準備金振替後のその他資本剰余金の全額を減少させ、繰越利益剰余金に振り替
えることにより、繰越利益剰余金の欠損を填補致しました。

　生産拠点での生産効率の向上やコスト削減を図るため、固定資産の有効活用に注力してまいります。設備投資につきまし
ては、投資後も減価償却、保全、改良などが必要となり、初期投資だけでない維持・運用のための財務的な負担も考慮し、
自社の設備保全に要するコストを削減し、かつ設備の余寿命を延ばし、結果として設備の稼動を向上させる方法を検討して
まいります。

　当社の開発部門においては、機械系、光学系、電気系、ソフトウェア系など専門設計者との多様な設計情報を共有化し、
厳しい競争において、いかに早く、品質の良い売れ筋の製品を出すかという課題の中、新製品の開発力の向上とタイムリー
な市場投入をさらに強化するとともに、開発計画の厳守及び技術開発コスト削減の徹底を実施してまいります。また、モノ
作りに関する人材・技術双方の育成と創造にも努めてまいります。

　個々の製品に関する研究開発投資につきましては、メーカーの生命線であるとの認識のもと、その投資内容をより一層厳
選し、重点的な投資を実行してまいります。

① 事業規模に応じた経営の効率化を図るうえで、人員体制の機動的な対応に向け、必要に応じて組織体制及び人員配置の更
なる見直しを実施してまいります。

②

① 製品等の部材調達につきましては、国内及び海外での部材調達の最適化を目指しコスト削減を図ってまいります。
② 製品の生産工程等につきましても、国内及び海外での合理化を図り、コスト削減を実施してまいります。

①

　以上の施策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策については、積極的に実施してまいります。
　現在、これらの対応策を進めておりますが、これらの改善策を実施してもなお、当社グループにおける今後の売上高及び
利益の回復は、受注動向や為替の影響等、経済環境に左右され確信できるものではなく、また、売上高の回復が資金計画に
も重要な影響を与える等から、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実
性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

②

　当社グループは、事業目標に応じた効率的なコスト削減に取り組み、事業及び運転資金の安定的な確保と維持に向け、グ
ループ内の資金を最大限に有効活用してまいります。現状におきましては、厳しい事業環境を乗り越えるための資金繰りに
支障はないと判断しております。なお、平成29年１月31日に連結子会社である ＫＩＰ Ｅｕｒｏｐｅ Ｓ.Ａ.Ｓ.のリストラ
クチャリング費用に充てる目的に加え、新製品製造拡大に伴う手元資金の必要性に基づき、その他の関係会社の株式会社三
桂製作所から３億60百万円の資金を調達いたしました。上記に加え、取引金融機関に対しましては、引き続きご協力を賜り
ますよう協議を進めてまいります。

管理業務の効率化を図り、固定費削減を含むコスト管理を更に強化してまいります。
徹底した在庫管理を目指し、在庫の削減を含めた管理及び購入調整を強化してまいります。

①

153,620
②

  当社は平成28年６月29日開催の第71回定時株主総会の決議に基づき、下記のとおり資本準備金及び利益準備金の額の減少
及び剰余金の処分を行いました。

会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の一部を減少させ、その他資本剰余金に振り替えました。

その他資本剰余金　

繰越利益剰余金　

資本準備金　

その他資本剰余金　

153,620

153,620
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